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木村　和由

全
国
税
は
８
月
２５
・
２６
日
の
二
日
間
、都
内
で
第
７６
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

代
議
員
、
執
行
部
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、
来
賓
の
方
を
含
め
延
べ
６３
名
が
参
加
し
、
２

日
間
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
事
務
系
統
別
の
仕
事
の
問
題
や
、
職
場
で
の
活
動
報
告
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
１
年
間
の
運
動
方
針
が
満
場
一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
労
働
歌
合
唱
か
ら

は
じ
ま
り
、
大
会
議
長
に
愛

知
支
部
の
竹
内
代
議
員
と
奈

良
県
支
部
の
松
本
代
議
員
を

選
出
し
議
論
に
入
り
ま
し

た
。冒

頭
稗
田
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
か
ら
始
ま
り
、
来
賓
の

方
の
あ
い
さ
つ
後
運
動
方
針

の
討
論
に
入
り
ま
し
た
。

来
賓
の
国
公
労
連
井
上
中

執
か
ら
は
、
再
び
公
務
員
を

戦
場
に
送
ら
な
い
運
動
と
、

公
正
で
民
主
的
な
公
務
員
制

度
と
、
国
民
の
た
め
の
行
財

政
・
司
法
の
確
立
の
た
め
に

は
、
こ
れ
以
上
の
定
員
削
減

を
阻
止
す
る
運
動
が
重
要
だ

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

国
公
労
連

井
上
伸
中
央
執
行
委
員

こ
の
一
年
を
振
り
返
り
、

最
大
の
出
来
事
は
、
佐
川
前

長
官
の
理
財
局
長
時
代
の
言

動
を
め
ぐ
る
一
連
の
騒
動
で

し
た
。

全
国
税
は
一
連
の
騒
動
で

現
場
の
職
員
が
国
民
の
批
判

の
矢
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
、
「
長
官
は
現
場
の

職
員
に
対
し
て
何
か
言
葉
を

発
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
」

と
追
及
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
前
長
官
は
謝
る

姿
勢
を
見
せ
ず
、
確
申
期
の

一
般
論
と
し
て
、
「
苦
労
は

お
か
け
す
る
、
ト
ラ
ブ
ル
の

対
応
は
統
括
官
等
で
」
な
ど

と
職
員
の
感
情
を
逆
な
で
す

る
回
答
を
繰
り
返
し
て
き
ま

し
た
。

な
お
、
長
官
交
渉
を
報
じ

た
機
関
紙
「
全
国
税
」
に
注

目
が
集
ま
り
、
マ
ス
コ
ミ
取

材
が
殺
到
し
た
の
は
ご
承
知

の
と
お
り
で
す
。

一
方
で
国
税
労
組
は
、「
職

場
に
お
い
て
支
障
が
出
て
い

る
と
は
思
え
な
い
、
私
た
ち

は
長
官
を
信
頼
し
て
い
る
」

と
、信
じ
が
た
い
発
言
を
し
、

職
場
の
思
い
に
背
を
向
け
た

姿
勢
を
見
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
民
の
批
判
の

高
ま
り
の
中
、
確
申
期
中
の

３
月
９
日
に
前
長
官
は
辞
任

し
た
。
そ
し
て
、
５
月
の
長

官
交
渉
で
、
藤
井
長
官
心
得

（
次
長
）
は
「
ご
苦
労
と
心

配
を
か
け
た
こ
と
を
お
詫
び

し
た
い
」と
発
言
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
経
過
は
「
こ
れ

ぞ
全
国
税
」
を
、
職
場
内
外

に
示
し
た
も
の
と
言
え
ま

す
。２９

年
６
月
２３
日
に
「
税
務

行
政
の
将
来
像
〜
ス
マ
ー
ト

化
を
目
指
し
て
」
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
示
さ
れ

て
い
る
も
の
は
、
Ａ
Ｉ
化
、

Ｉ
Ｔ
化
、
効
率
化
に
よ
り
余

剰
人
員
、
事
務
量
を
生
み
出

し
、
そ
れ
を
調
査
、
徴
収
に

振
り
向
け
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
す
で
に
現
場
も
そ

の
方
向
に
か
じ
を
切
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
仕
事
の
や
ら
せ

方
の
現
状
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
、
本
大
会
の
重
要
な

任
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
旺
盛
な
議
論
を
お

願
い
し
ま
す
。

稗
田
慶
三
中
央
執
行
委
員
長

国
会
職
員
組
合
連
合
会

総
理
府
労
働
組
合
連
合
会

全
情
報
通
信
労
働
組
合

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
通
信
産
業
本
部

全
労
働
省
労
働
組
合

全
日
本
国
立
医
療
労
働
組
合

全
日
本
年
金
者
組
合

東
京
靴
工
労
働
組
合

中
国
国
税
職
員
組
合

全
司
法
労
働
組
合

全
税
関
労
働
組
合

国
土
交
通
労
働
組
合

全
法
務
省
労
働
組
合

日
本
共
産
党
中
央
委
員
会

日
本
共
産
党

大
門
実
紀
史
参
議
院
議
員

宮
本
徹
衆
議
院
議
員

大会宣言（抜粋）
職場では、管理運営部門を中心に定員が
減らされ、超勤が増えている現状がありま
す。各局で集中化、センター化などが競う
ように行われています。全国税は「『税務
行政の将来像』の批判的分析」を作成しま
した。「管理運営部門が合理化の最前線に
なるのではないか」「税務署の統廃合で通
える場所がなくなるのではないか」と不安
な声があがっています。AI に使われる働き
方ではなく、人間らしいアイ（愛）のある
働き方を追及していく必要があります。
効率化の名のもとに職場からゆとりが奪
われ、そのしわ寄せが職員に来ています。
誰もが安心して、希望を持って働くことが
できる職場が実現できるように、当局に対
峙していく必要があります。
全国の職場で働くみなさんに訴えます。
職場から「ゆとりと誇り」を奪うノルマ主
義や管理強化に反対して、また、あらゆる
ハラスメントをなくしましょう。
身も心も削られるスマート行政でなく、
スマイルでいられる職場を目指しましょ
う。「ゆとりと誇り」の持てる職場を実現
するため、一緒に立ち上がりましょう。

以上宣言する。
２０１８年８月２６日 全国税第７６回定期大会

【
中
央
執
行
委
員
長
】

稗
田
慶
三
（
南
大
阪
・
再
）

【
副
中
央
執
行
委
員
長
】

高
橋

誠
（
東
京
中
・
再
）

池
野
谷
正
美（
愛
知
東
・
再
）

【
書
記
長
】

真
貝

正
治
（
埼
玉
・
再
）

【
書
記
次
長
】

木
村
和
由
（
東
京
東
・
再
）

【
執
行
委
員
】

長
沼

敦
志
（
道
東
・
再
）

田
山

文
武
（
宮
城
・
再
）

塩
谷

亮
（
福
島
・
再
）

阿
部

富
次
（
埼
玉
・
再
）

高
橋

浩
司
（
埼
玉
・
再
）

北
原
幸
久
（
東
京
中
・
新
）

一
森
進
治
（
東
京
中
・
再
）

羽
柴

哲
司
（
富
山
・
再
）

田
中
一
喜
（
東
大
阪
・
再
）

前
川

幸
徳
（
香
川
・
再
）

【
会
計
監
査
委
員
】

舘

豊
（
東
京
西
・
再
）

【
統
制
委
員
会
議
長
】

小
林
寛
昭
（
東
京
西
・
再
）

中
央
省
庁
に

よ
る
障
害
者
雇

用
者
数
の
水
増

し
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
▼
国

税
庁
は
１
０
２

２
・
５
人
と
断
ト
ツ
の
ワ
ー

ス
ト
ワ
ン
だ
▼
厚
生
労
働
省

か
ら
の
「
障
害
者
手
帳
に
よ

っ
て
確
認
」
と
い
う
指
針
を

無
視
し
、
診
断
書
を
提
出
し

た
者
、
身
上
申
告
書
に
基
づ

い
て
障
害
者
と
判
断
し
た
者

を
含
め
て
い
た
よ
う
だ
▼
障

害
者
で
あ
る
労
働
者
の
社
会

参
加
を
促
す
た
め
に
、
障
害

者
の
法
定
雇
用
率
が
定
め
ら

れ
て
い
る
▼
数
値
目
標
達
成

の
た
め
に
は
、
法
の
趣
旨
を

も
歪
め
る
と
い
う
こ
と
か
▼

現
場
で
は
「
障
害
者
手
帳
や

障
害
者
相
当
の
証
明
が
な
い

と
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ

な
い
」
と
説
明
し
て
い
る
の

に
、
庁
は
勝
手
な
拡
大
解
釈

で
最
悪
の
水
増
し
を
し
て
い

る
▼
昨
年
は
森
友
問
題
の
佐

川
前
長
官
、
今
年
は
障
害
者

雇
用
の
水
増
し
と
、
２
年
連

続
最
悪
の
幕
開
け
と
な
っ

た
。

平成30年7月豪雨
（西日本豪雨）
支援情報と
募金のご案内
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AI・IT化、効率化に注視を
佐川騒動で全国税の存在示す

稗田中央執行委員長あいさつ

第
７６
回
大
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
い
た
団
体
等

新
役
員
紹
介

新
役
員
紹
介

来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ
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や
め
る
前
に
全
国
税
へ

◎
加
入
し
て
き
た
職
員
は
パ

ワ
ハ
ラ
か
ら
心
の
病
を
患
っ

た
。
休
み
が
ち
で
評
価
は
低

い
が
本
人
は
一
生
懸
命
や
っ

て
い
る
。
相
談
を
受
け
た
の

で
「
職
場
を
や
め
る
前
に
全

国
税
に
転
職
し
た
ら
」
と
話

し
た
。

若
手
の
退
職
者
が
多
い
が

「
や
め
る
前
に
全
国
税
を
選

択
」と
、訴
え
て
い
き
た
い
。

◎
人
事
院
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
と
耳
障
り
の
い
い
言
葉
を

使
う
が
、
３
年
休
職
す
る
と

や
め
さ
せ
る
。
仕
事
で
病
気

に
さ
せ
て
お
い
て
、
休
ん
で

い
る
と
無
理
や
り
出
勤
さ
せ

て
、
仕
事
が
遅
い
と
言
っ
て

切
り
捨
て
る
。

人
間
性
重
視
の
職
場
を

◎
Ａ
Ｄ
Ｐ
か
ら
Ｋ
Ｓ
Ｋ
そ
し

て
徴
収
シ
ス
テ
ム
。
機
械
化

が
進
む
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ

れ
人
間
性
が
な
く
な
っ
た
と

感
じ
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
（
目
標
設
定
）
の
考
え
方

は
資
本
側
の
考
え
で
あ
り
、

縛
ら
れ
る
と
ゆ
と
り
が
な
く

な
る
。
結
果
と
し
て
人
を
育

て
る
の
で
は
な
く
即
戦
力
を

求
め
る
。
職
場
が
数
字
に
追

わ
れ
、
超
勤
が
増
え
る
。
何

の
た
め
、
誰
の
た
め
に
働
き

人
間
と
し
て
ど
う
生
き
て
い

く
か
、
こ
の
職
場
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
、
全
国
税
が
職

場
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
。

◎
国
税
庁
が
目
指
し
て
い
る

Ａ
Ｉ
化
は
職
員
を
ロ
ボ
ッ
ト

化
に
す
る
も
の
だ
。
人
間
に

は
感
情
も
疲
れ
も
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
化
に
問
題
有

◎
関
信
局
の
浦
和
署
と
大
宮

署
の
内
部
事
務
が
１０
月
か
ら

セ
ン
タ
ー
化
さ
れ
る
。
両
署

の
個
人
申
告
者
数
は
約
２３
万

人
で
全
国
的
に
見
て
も
大
規

模
署
の
試
行
に
な
る
。
窓
口

担
当
は
二
人
休
ん
だ
ら
回
ら

な
い
。
債
権
管
理
の
プ
ロ
パ

ー
で
固
め
た
。
通
達
が
６
月

に
出
た
が
、
事
務
運
営
は
？

マ
ー
ク
だ
ら
け
で
不
安
だ
。

◎
東
京
上
野
と
浅
草
は
本
格

的
に
試
行
を
や
る
。
そ
れ
ぞ

れ
６
名
ず
つ
残
し
た
が
、
納

税
証
明
、
年
調
説
明
会
、
納

税
表
彰
事
務
が
大
変
だ
と
危

惧
し
て
い
る
。
提
出
書
類
の

混
乱
等
効
率
的
で
は
な
い
。

◎
大
阪
局
で
は
８３
署
の
徴
収

以
外
４
系
統
で
広
域
化
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

数
字
あ
り
き
の
調
査

◎
法
人
調
査
件
数
は
三
一
件

調
査
日
数
は
、
一
般
調
査
は

６
・
０
日
、
重
点
調
査
は

３
・
５
日
で
、
個
別
事
情
は

考
慮
さ
れ
な
い
。
庁
局
の
研

修
以
外
が
見
込
ま
れ
て
い
な

い
。
事
務
官
も
二
九
件
持
た

さ
れ
て
い
る
。

◎
源
泉
調
査
は
単
独
調
査
で

上
席
が
２１
件
。
今
ま
で
や
っ

て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な
小
規

模
企
業
ま
で
対
象
に
し
、
実

調
率
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い

るマ
ス
キ
ン
グ
の
省
力
・

シ
ス
テ
ム
化
は
急
務

◎
源
泉
調
査
簿
を
マ
ス
キ
ン

グ
し
て
持
ち
出
し
て
い
た
。

持
ち
出
し
は
一
統
括
決
裁
。

調
査
先
か
ら
１
０
０
枚
規
模

の
書
類
を
持
ち
帰
る
が
、
枚

数
確
認
が
手
間
で
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
を
提
案
し
て
い
る
。

◎
マ
ス
キ
ン
グ
は
手
間
が
か

か
る
。
シ
ス
テ
ム
化
を
本
部

と
し
て
も
国
税
庁
に
要
求
し

て
欲
し
い
。

再
任
用
は
つ
ら
い
よ

◎
再
任
用
五
年
目
だ
が
、
主

務
課
は
再
任
用
職
員
の
こ
と

を
何
も
考
え
て
い
な
い
。
昨

年
は
少
額
滞
納
を
２
０
０
件

持
た
さ
れ
た
。
今
年
は
週
三

日
勤
務
な
の
に
、
駅
周
辺
の

水
商
売
の
事
案
を
与
え
ら
れ

た
。
社
会
保
険
等
の
労
働
条

件
の
説
明
が
不
適
切
だ
と
感

じ
る
。

◎
若
手
の
指
導
者
研
修
に
再

任
用
職
員
が
多
数
い
た
。
中

堅
は
局
に
吸
い
上
げ
、
署
に

い
る
の
は
万
年
統
括
と
再
任

用
職
員
と
事
務
官
。
主
任
相

談
官
を
法
人
一
部
門
に
配

属
、
何
で
も
や
ら
せ
る
。
年

収
４
０
０
万
円
で
使
え
る
再

任
用
職
員
は
フ
ル
活
用
し
よ

う
と
い
う
考
え
な
の
か
。

◎
近
畿
地
連
で
大
阪
局
と
交

渉
を
や
っ
た
。
当
局
は
最
任

用
者
の
ボ
ー
ナ
ス
が
一
か
月

し
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
。

職
場
で
も
フ
ル
タ
イ
ム
な
の

に
、
人
間
ド
ッ
グ
の
該
当
者

か
ら
外
さ
れ
、
申
し
入
れ
て

解
決
し
た
。
指
定
で
５
級
に

な
っ
た
人
か
ら
は
、
再
任
用

は
し
ん
ど
い
と
の
声
。
実
際

再
任
用
者
の
退
職
が
多
い
。

憲法を生かし、
生かされる社会と職場づくりを目指す決議
日本国憲法は、１９４７年５月３日の施行から満７１年が経過

しています。私たちは太平洋戦争後に、その憲法の下で永
年平和な暮らしを創り上げてきました。
しかし、アメリカに押し付けられたとの口実で、今の憲

法を敵視している勢力によって、世界に誇れる素晴らし憲
法が壊されようとしています。
７０余年の間、何度か反対勢力による憲法改悪の企てがあ
りましたが、その都度憲法を守ろうとする人々によって阻
止されてきたものの、いま最大の危機を迎えています。
改憲勢力が目指すところは、「戦争ができる国づくり」

だけではなく、「国民主権」「個人としての尊重」を大事
にする国から、国が個人を呑み込んでしまういわゆる�国
体主義�の復活であり、時の政府に従順でモノ言わぬ国民
をつくり上げる事です。
第二次安倍政権が誕生してからの５年半余で、特定秘密

保護法や共謀罪、安保法制の制定、閣議決定のみでの集団
的自衛権の容認や武器輸出三原則の緩和、そして自民党総
裁三選を果たした後には、憲法に自衛隊の存在を明文化す
ることにより、憲法９条の平和原則をなし崩し的に死文化
させ、戦争ができる国づくりの総仕上げにかかろうとして
います。
加えて、この４月からは、小中学校の授業に「道徳」を

必修教科としました。
この道徳の授業に使う教科書には、個人の尊厳や自由を大
事にする様な内容は一切なく、自己犠牲や自己抑制が美徳
であるということや、「家庭・学校・郷土・国の一員」だ
として、集団への帰属の強調ばかりが書かれています。
まさに、子供の頃からの�すり込み�によって、時の政

府に従順な国民をつくり上げようとしています。
私たちはこの一年、戦前回帰・国体主義の復活を許さず、

平和憲法の下で個人ひとり一人が大事にされる社会をつく
り、また隅々まで平和憲法の精神が行き渡るような職場を
目指し、奮闘することを誓います。
以上、決議する

２０１８年８月２６日
全国税労働組合 第７６回定期大会

東
海
・
寺
坪
代
議
員

北
海
道
・
室
田
代
議
員

近
畿
・
伊
藤
代
議
員

関
信
・
林
代
議
員

東
京
・
蔵
原
代
議
員

近
畿
・
辻
代
議
員

沖
縄
か
ら
東
京
へ
配
転

【
東
海
地
連
】

結
婚
を
機
に
東
京
局
か

ら
沖
縄
事
務
所
へ
戻
れ
た

の
に
、
２
年
後
に
希
望
も

し
て
い
な
い
東
京
局
へ
配

転
。
子
供
が
生
ま
れ
た
の

で
、
単
身
赴
任
を
強
い
ら

れ
て
い
る
例
が
あ
っ
た
。

沖
縄
事
務
所
関
連
で
は
、

同
様
に
、
突
然
の
東
京
局

へ
の
発
令
で
退
職
し
た
職

員
も
い
る
ら
し
い
。

超
勤
不
払
い

【
北
陸
地
連
】

週
５
日
勤
務
の
管
理
運

営
部
門
の
再
任
用
職
員
だ

っ
た
が
、
現
金
領
収
等
の

締
め
で
超
勤
を
し
て
も
、

超
勤
手
当
が
出
な
か
っ

た
。
超
勤
し
て
も
年
金
と

の
兼
ね
合
い
で
手
当
が
つ

か
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
超
勤
が
だ
め
な

ら
現
金
領
収
の
締
め
切
り

時
間
を
早
め
る
等
、
仕
事

で
配
慮
す
べ
き
だ
。

架
空
の
事
務
計
画

【
東
海
地
連
】

〇
事
務
計
画
が
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

「
一
つ
の
事
務
に
全
署
の

平
均
以
上
の
時
間
が
か
か

っ
た
署
で
は
、
全
署
の
平

均
の
時
間
で
事
務
処
理
が

で
き
る
も
の
と
し
て
、
事

務
計
画
を
立
て
る
」
「
一

つ
の
事
務
が
全
署
の
平
均

以
下
の
時
間
で
で
き
た
場

合
（
効
率
よ
く
で
き
た
）

署
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
一

年
間
も
そ
の
時
間
で
事
務

処
理
が
で
き
る
も
の
と
し

て
、事
務
計
画
を
立
て
る
」

と
い
う
具
合
で
す
。

こ
の
架
空
の
事
務
計
画

は
「
実
現
で
き
な
い
計
画

に
な
る
か
、
計
画
通
り
に

実
行
す
る
た
め
に
、
超
勤

が
蔓
延
し
て
、
健
康
を
害

す
る
職
員
が
続
出
す
る
」

か
の
、
ど
ち
ら
か
に
な
り

ま
す
。

〇
超
勤
の
た
め
、
最
終
電

車
で
の
帰
宅
が
続
い
た
職

員
が
、
次
の
勤
務
地
で
、

心
の
病
を
発
症
し
ま
し

た
。

〇
国
税
の
職
場
は
、
心
身

の
故
障
が
あ
る
職
員
に
冷

た
い
仕
打
ち
を
す
る
職
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
障
害
者
雇
用
が
水
増
し

さ
れ
る
職
場
で
は
、
健
康

を
害
し
た
職
員
が
、
守
ら

れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ

ん
。

〇
長
期
の
病
休
か
ら
復
帰

し
た
職
員
に
、
パ
ワ
ハ
ラ

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

〇
弱
い
人
を
守
る
の
が
全

国
税
で
す
。

〇
全
国
税
は
、
国
税
労
働

者
の
良
心
の
砦
で
す
。

大
会
発
言
集

（
文
章
と
写
真
は

一
致
し
ま
せ
ん
）


